
 

         第 8 回 在宅訪問栄養食事指導推進ﾌｫｰﾗﾑ 記録 

          

日 時：平成２５年 10月６日（日）１３：００～１６：５５ 

         場 所：社会福祉法人浴風会 認知症介護研究・研修東京センター３階 

 

■１ 市原代表挨拶 

   ■２ 特別講演 

   講演１ 地域の栄養の現状と課題 １３：１０～１４：００（講演５０分） 

～管理栄養士の関わりの現状と今後の展望・・・居宅栄養管理指導の実態把握を踏まえて～ 

       講演：杉山みち子氏 （神奈川県立保健福祉大学教授） 

   講演２ 地域で始まっている医療・介護・福祉連携 １４：００～１４：２０（講演２０分） 

      ～顔が見える「町」単位で動き始めた“食べることへの支援 ”明日からでも参加しよう地域連携！！ 

１） 地域における摂食・嚥下障害支援グループの動向と展望 

          講演：永野裕子氏 （桜町聖ヨハネホーム：特別養護老人ホーム管理栄養士） 

      ２）地域での多職種連携の動向 

          講演：村上奈央子氏 （地域栄養サポート自由が丘管理栄養士） 

           質疑応答 １４：２０～１４：４０ 

           司会： 蓮村幸兌氏 （社会福祉法人同胞互助会理事長・医師） 

           司会： 佐藤悦子氏 （愛全診療所・居宅療養管理指導・管理栄養士） 

             ☆地域で連携することの大切さを感じさせられる講義ばかりでした～ 

   ■３ 特別企画 

       ホルン４重奏 

      ☆サプライズの演奏会で心が和みました～ 

■４ ワークショップ 

『各職種での在宅への関わりの現状と今後の展望』 

座長：塚田邦夫氏 （高岡駅南クリニック院長 医師） 

●発表１ 歯科医の立場から 

～人を良くする「食」支援について 

横山歯科医院 副院長 横山雄士氏 

●発表２ 理学療法士の立場から 

～リハビリテーションと栄養について 「事例発表」～ 

通所・訪問リハビリきくち 小泉勇樹氏 

～胃ろうレストランの紹介～ 

通所・訪問リハビリきくち 小泉勇樹氏 

●発表３ 管理栄養士の立場から 

～特養ＮＳＴを始めて 「特養での多職種協働の効果」～ 

特別養護老人ホーム愛全園 中野もも氏 

～在宅訪問栄養の役割 「看取りに立ち会って」～ 

大倉山記念病院 坂主雅美氏 

■５  閉会挨拶 １６：５０～１６：５５ 

■６   企業展示（クリニコ・伊那食品工業（株）・愛岐共販社・ 

     ヘルシーネットワーク・日清オイリオ・三和化学・マルハニチロ） 

☆多くの企業さんに展示いただき、新商品のお試しができました～ 

 

■７   閉会挨拶  16：50～16：55 

次回開催：12月 22日（日）                                

報告：倉田 


